
令和4年2月2日（水）
農作業支援サービス説明会

ＪＡグループ鹿児島受託防除事業の取組み



ドローンを活用した受託防除作業支援事業 （JAグループ鹿児島）



ドローンを活用した受託防除作業支援事業 （JAグループ鹿児島）

☆受託防除事業の概要

生産者の高齢化や兼業化、規模拡大が進むなか、農作業の

省力化、労働力軽減による生産基盤の維持拡大を目的に、

令和元年度より、県下13ＪＡと協力して、県域全体を対象とした

ドローンを活用した受託防除作業支援事業を開始した。

☆事業体制

※ ドローン機体はすべて本会所有。

オペレーターは機体整備士（3名）を含め、すべて本会職員で構成。

10名 22名

Ｒ2年度 Ｒ3年度

ドローン機体 1機 4機 7機

Ｒ1年度

オペレーター 6名

散布用ドローン



ドローンを活用した受託防除作業支援事業 （JAグループ鹿児島）

☆受託防除実績
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ドローン受託防除面積の推移 （単位：ha）

かんしょ 水 稲 ばれいしょ さとうきび さといも かぼちゃ他
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「センシング技術を活用したさつまいもの高度栽培管理に基づく総合受託作業体系モデルの実証」
【ＪＡグループ鹿児島かんしょスマート農業実証コンソーシアム】

現 在 実 証

JAグループ鹿児島受託防除事業

ドローンによる受託防除（害虫）

○防除作業以外の受託作業

（ほ場巡回、施肥など）

○「サツマイモ基腐病」の受託防除

（被害確認のほ場巡回増加）

⇒ 生産者の更なる労力軽減

○受託ほ場の情報管理

（ほ場増加に伴う管理労力増）

⇒ 受託事業の効率的な運用

○防除作業の省力化・コスト削減

（作業時間 △1.0時間/10a）

（防除回数の低減 △1回）

○安定した防除効果

（防除への満足感 100％）

【成果】

【課題】

＋

①センシング用ドローンによるほ場の見える化

○生育・病害虫診断の実施

○防除以外の新サービスモデルの構築

②作業用ドローンの機能向上

○薬剤散布の効率化

○薬剤以外の散布作業の実施 （施肥・粒剤等）

③秋彩システムによる情報管理

○受託ほ場の基本情報管理（位置・面積等）

○受託情報の蓄積

かんしょ受託防除作業

①ほ場モニタリングと適期管理

作業の提案による経営改善

②さつまいも生産の総作業時間

軽減（△10％）

③受託ほ場の基本情報管理

システムの構築

成 果

①収益性の高い生産支援を目的とした

さつまいも総合受託作業の新サービ

スモデルの構築、県内普及

②水稲・さとうきび・ばれいしょでの

本実証技術によるサービスモデル

構築・普及

③県内外の受託作業組織への情報

共有・展開

将来の取組み



作業用ドローン
（ＤＪＩ社 Ｔ－２０）ＭＧ－１Ｔ－２０

【2台同時作業】
（ほ場 106a ： 5分20秒）
〇Ｔ－２０ ： 69a
〇ＭＧ－１ ： 37a

作業用ドローンによる防除・施肥受託作業



ドローンを活用した受託防除作業支援事業 （JAグループ鹿児島）

☆今後の取組み

県下ＪＡと協力しながら、散布作業用ドローンによる

受託防除作業を継続して実施するとともに、センシング

ドローンを活用した生育診断、病害虫の早期発見による

被害軽減を目的としたサービスを検討している。

☆センシング用ドローンによるほ場の見える化 ⇒ 生産指導・受託防除

センシング用ドローン サツマイモ基腐病被害確認


